























































































































































































































































































































































































































































































































































用され、一般に「思考の枠組み」というような使い方をされている。森岡 993:93; 見田 
994:724; 廣松 998:286。本稿では文明における大パラダイムを「文明的パラダイム」と
呼び、学問の理論的枠組みの基準的範例を「学問的パラダイム」と呼ぶことにする。　
2) 　「仏教的人間主義」に関する先行研究として、以下の文献を参照。宮川 2005; 宮川 2007;
有里 2007; 宮川 2008。
3) 　ここでは次の文献を参照。蓮實 995; 山内 996; ハンチントン 998; 中西 999; テヘラニ
アン 2004; 三宅 2005。
4) 　ハンチントンが国際政治学の旧来の概念枠組に立脚して「文明」を導入したために、「領
域的文明」という捉え方に依拠する文明を、「国民国家」という国際政治のアクターと同
じように取り扱うこととなり、その結果文明が「文明衝突説」で描き出されるような紛争
の主体として位置づけられてしまった。国家を上に超えるレベルにおいては、ハンチント
ンは旧来の国際政治学的視野から文明・文化を導入したため、地球文明という視点を欠い
ている。諸文明の相互関係がすでに地球文明的状況に至っていることを、彼の依拠する旧
来の概念枠組では完全には受け止められないのである。国家を下に超えるレベルにおいて
は、旧来の概念枠組に立脚して文明・文化を導入することは文明の実体化や主体化という
あやまりを犯さざるをえないために、文明内の多様性を意図的に捨象してしまうことにな
る。神川 995:27-29。
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